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＜連絡事項＞

・病棟懇談会と部署ミーティングの日時が決定しました。

　【部署懇談会】

日時：平成29年4月27日（木）18：30～

　場所：『太一』　

会費：3000円。当日徴収します。席と自己PRの順番は東病棟の部署懇談会フォルダに

入っているので各自確認をお願いします。
【部署ミーティング】

　日時：平成29年4月26日　15：30～

　場所：東病棟クリスタルルーム

・今週の歯科診察は4/28（金）から4/26（水）に変更となっています。

＜患者様連絡事項＞

・池野　功一様～4/28（金）10:00から面談予定となっている。

・櫻井　幸輔様～4/26（水）16：00から面談予定となっている。

・平野　稔様～Aユニット8号室→14号室へ移動となっている。4/27午前中に面談予定。

・小林　キヨ様～下肢浮腫ある為、アルダクトンA(25)1T、シンメトレル(50)1T 1×朝で3日分処方となる。また、家族より4/28退院希望あったが、延期となっている。家族へは田名部Ｄｒより連絡済み。

・清川　いし様～兄様面会あり。以前のように会話できるようになり、入院費の面でも心配との訴えあり、退院希望されている。主治医へ報告する事説明し納得されている。4/27（木）10：00面談予定。

＜要注目患者様＞

・聖前　偉三郎様～体温37.5～37.6℃、酸素飽和濃度95％で経過。他バイタルサイン異常無し。痰絡みあり適宜吸引施行している。覚醒状態良く、声掛けへの疎通は良好で発語聞かれている。
・池野　功一様～各食介助にて全量摂取。バイタルサイン異常や酸素飽和濃度低下は無い。

　　　　　　　　時折小声での独語あるが、声掛けへの疎通は良好。妄想様発言や粗暴行為は無い。

・南部　てる様～各食1/2程度摂取。血圧は午前117/57mmHg、午後166/80mmHg。自覚症状の訴えは無い。本人の状態改善してきているため深澤Ｄｒより退院調整行うよう指示あり。西舘PSWが施設と調整行うとの事。

・木村　格治様～外出の要求が通らないことで、スタッフの制止を振り払う事や易怒性著明。その後もスタッフへの暴言や威嚇行為あり｡他患者様への暴言も聞かれており、他者との人間関係を著しく損なう恐れがあるため、10：40安ヶ平Dr診察し終日隔離開始となる。入室後より暴言やドア蹴り見られている。昼食時に「粥じゃなきゃ食わない」と話す事あるが、拒否無く摂取する事出来ている。

・畑中　成夫様～他室侵入しＤユニットに向かって話し掛ける事やＢユニットの女性患者様を目で追う事あり介入要している。介入に対する不穏さや粗暴性はない。妄想様発言聞かれているが、しつこさはない。
・澁谷　兼一様～シーネ固定部の循環障害なし。骨折部の疼痛の訴えなく、左手を使っている事あり介入している。日中徘徊や帰宅要求無く、ホールにて居眠り見られている。

・袴田　将志様～北病棟で離院行為しようとする事あり9:50東Ａユニットへ転入となる。転入後「自分は袴田じゃない」と妄想様発言あり、行動にまとまりのなさ見られている。13：30頃に全身けいれん発作（3分）あり。田名部Ｄｒへ報告し、フェノバール１Ａ（筋肉注射）を施行。発作終了後自発的な開眼は無いが、呼名や刺激により開眼している。多飲水行動による身体への危険がある為、13:50終日隔離開始。隔離開始に伴い4/25任意入院から医療保護入院へ切り替えとなる。バレリン(200)2T 2×朝夕で今夕から3日分処方となる。

＜馬渡Ｄｒ診察＞

・小田　恵一郎様～肝酵素の改善の有無を把握する為、4/28採血の指示あり。また、今後の方針について話しあう為、面談調整するよう指示あり。

・本堂　秀夫様～臨時薬テトラミド終了、他同内容で14日分処方となる。

・畠山　正治様～持参薬一部内容変更、臨時薬同内容で14日分処方となる。

＜新入院患者様＞

日　　　時：4月25日　13：20

　病棟病室：東病棟Bユニット

　　　氏名：山本　眞規子（やまもと　まきこ）様

　生年月日：昭和23年5月14日　68歳

　　　性別：女性

　　主病名：幻覚・妄想状態

　入院形態：医療保護入院

　　主治医：伊藤Ｄｒ

入院に至った経緯：

　現在、単身生活。3年前に東京より八戸へ帰省。タクシー運転手をしていたため不規則な生活となっていた。詳細な時期は不明だが、アルコールの摂取は継続されていた。八戸へ帰省後、見張られている、近所の人が覗いているなど訴えるようになっており、頭がおかしいと近所や兄に罵倒される状況があり、精査含め受診希望あり、平成29年4月25日当院初診。妄想発言聞かれており、入院の必要性を説明するが本人の了承得られず、お兄様の同意により平成29年4月25日13：20　東病棟Dユニット18号室へ医療保護入院となる。

